
経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県　日高市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 54,396 47.48 1,145.66 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　前年度に対しては給水原価が減少し供給単価も
微増していますが、料金回収率は３年連続で100％
を下回りました。基本料金を免除したことで給水
収益が抑制された面もありますが、経常収支比率
も100％を下回っており、経営改善の取組が求めら
れます。
 また、水道事業拡張期に整備した管路等の施設が
法定耐用年数を迎えつつあり更新需要が増す一
方、給水人口の減少や大口使用者の需要減に伴い
料金収入は減少傾向にあります。平成26年度から
企業債の借入を再開し施設の更新を進めています
が、財源は限られており、有効な投資が求められ
ます。アセットマネジメント（資産管理）を含む
経営戦略や投資・財政計画に基づき、優先度の高
い施設を選別して更新を進めるとともに、水道料
金改定も含めた財源確保方策の検討が必要です。

1,143.60 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 74.70 99.95 2,200 54,298

全体総括

47.48

①経常収支比率
　大口使用者の施設の稼働再開に伴い収益が改善
し、燃料価格高騰抑制対策の実施により動力費が
抑えられたこと等から支出も減少したが、経常利
益を生じるには至らず指標値が100％を下回りまし
た。
③流動比率
　流動資産の減少により数値は減少しています
が、指標値は100％を大きく超え、短期的な債務に
対する支払能力は依然として確保されています。
④企業債残高対給水収益比率
　企業債の借入を再開したこともあり、指標値は
類似団体平均値と同水準となりました。
⑤料金回収率
　動力費の抑制等により給水原価は下がりました
が、物価高騰対策として基本料金の免除を実施し
たこともあり、指標値が100％を下回りました。給
水に要する費用を給水収益だけでは賄えていない
ことを示しています。
⑥給水原価
　動力費の抑制等により、給水原価の数値は減少
しました。
⑦施設利用率
　指標値が全国及び類似団体平均値よりも高く、
施設の能力を活用できていますが、今後の水需要
に対応した施設規模の検討が必要です。
⑧有収率
　漏水等の発生により低下となりました。漏水調
査や早期の修繕等により、不要な無収水量を抑制
することが重要です。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　全国及び類似団体平均値よりも高い値を示し、
率自体が上昇傾向にあります。更新時期の迫った
施設を多く保有しているが、更新は進んでいない
といえます。
②管路経年化率
　全国及び類似団体平均値よりも高い値を示して
います。1971年の給水開始以降、数次にわたり進
められた水道拡張事業により布設された管路が順
次法定耐用年数を経過しつつあることから、今後
も指標値の上昇が見込まれます。
③管路更新率
　年度ごとに指標値に差はありますが、全国及び
類似団体平均値よりも低い値を示す年がありま
す。管路の耐震化更新工事を計画的に進めていく
必要があります。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】



①昭和63年の供用開始から30年以上経過し、終末
処理場の機械・設備等は法定耐用年数を超えてき
ています。ストックマネジメント計画により施設
の更新及び延命化を適切に行い、投資の平準化を
図ります。
②法定耐用年数を超えた管渠はありませんが、今
後予定されている管渠の更新を見据え、点検等を
計画的に行います。
③令和５年度は改良・更新延長が50ｍであったこ
とにより、指標値はゼロとなりました。
今後も管渠の改築・更新については、費用対効果
を検証し、効率的な工法により実施していく予定
です。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和５年度末における公共下水道事業の指標を見る
と、経常収支は黒字であり、累積欠損金もなく、水洗
化率も高い水準にあります。しかし、流動比率は改善
しているものの100％を下回っているほか、経費回収
率も100％を下回っています。
　これは、汚水処理費が下水道使用料で賄えておら
ず、国が示す基準外の一般会計繰入金により事業費を
賄っていることによるものです。
　今後、終末処理場等の老朽化する施設の更新を行う
ための投資が必要となる一方、人口減少や節水型機器
の普及等により下水道使用料の減収が予想されます。
　今後の経営は更に厳しくなる見込みであることか
ら、維持管理費の節減はもちろん、ストックマネジメ
ント計画に基づく投資の平準化を図ります。また、国
が示す基準外の一般会計繰入金に依存する経営構造を
改善するため、下水道使用料の改定に着手し、持続可
能な事業経営に努めます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

35,591 7.13 4,991.73 【】 令和5年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①有収水量の減少に伴い下水道使用料が減少していますが、一般
会計補助金の増加により経常収益は増加しました。経常費用では
処理場費等が増加しましたが、それ以上に経常収益が増加となっ
たことなどから、指標値が上昇しています。
②平成26年度から累積欠損金は発生していません。今後も経営の
安定化に努めます。
③令和元年度から指標値が100％を下回っていますが、流動資産が
大幅に増加したことにより、平均値を上回る改善が見られまし
た。これは、主に現金預金の増加によるものですが、国が示す基
準外の一般会計繰入金の増加もその一因となっています。基準外
の一般会計繰入金に依存する経営構造を改善するとともに、今後
も中長期的な施設の更新や企業債の償還を念頭に、内部留保資金
の確保、維持管理費の縮減等、経営改善に努めます。
④下水道使用料の減少を上回る企業債残高の減少により、比率が
減少しています。今後予定される施設の更新工事等については、
ストックマネジメント計画や経営戦略をもとに計画的に進めると
ともに、投資の平準化に努め、経営の安定化を図ります。
⑤令和５年度も指標値が100％を下回っており、汚水処理費に係る
費用は下水道使用料で賄えていません。一般会計が負担すべき分
流式下水道に要する経費が皆減したことに伴い汚水処理費が増加
したこと、下水道使用料が減少したことなどにより、結果として
経費回収率が減少しました。
⑥当市は単独で終末処理場を有していることもあり、相対的に処
理原価が高い傾向にあります。令和５年度は、修繕費等の汚水処
理費が増加し、有収水量が減少したため、指標値が増加しまし
た。更なる維持管理費の縮減等に努め、事業の効率化を図りま
す。
⑦指標値は平均値より下回っていますが、今後、農業集落排水事
業の編入、土地区画整理事業施行地区の接続等により、処理水量
の増加が見込まれ、指標値が上昇する見込みです。
⑧水洗化率は99.97％と、比率は0.13ポイント微増しました。指標
値は平均値と比較すると高い水準にありますが、引き続き未接続
家屋に対し普及啓発活動を行い、水洗化率の向上に努めます。

資金不足比率(％)

- 67.76 65.52 100.24 2,761

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

54,396

処理区域内人口(人)

47.48 1,145.66 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県　日高市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.91】 【3.03】 【78.43】 【630.82】

【95.91】【58.94】【138.75】【97.81】

【41.09】 【8.68】 【0.22】



①農業集落排水事業は、平成13年度の供用開始か
ら20年以上が経過しています。令和５年度には工
事が実施されなかったため、指標値が微増してい
ます。
②法定耐用年数を超えた管渠はありませんが、今
後予定されている管渠の更新を見据え、点検等を
計画的に行います。
③今後発生する管渠の更新工事については、費用
対効果を検証し、効率的に実施していく予定で
す。

2. 老朽化の状況

全体総括

  令和５年度末における農業集落排水事業の指標
を見ると、経常収支が黒字であり、累積欠損金も
なく、流動比率も100％以上あります。
　これは一般会計からの繰入金により収支不足の
補填を行っているためです。
　農業集落排水事業は、処理区域内人口密度が低
い地域において施設整備を行っているため、汚水
処理原価は割高になっています。
　今後の経営は更に厳しくなる見込みであること
から、農業集落排水施設使用料の改定に着手する
とともに、処理費用の縮減のため、公共下水道へ
の編入を進め、事業の効率化を図ります。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

301 0.14 2,150.00 【】 令和5年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①一般会計からの繰入金により収支不足を補填し
ているため、黒字となっています。
②累積欠損金は発生していませんが、一般会計か
らの繰入金で、収支不足を補填しています。
③指標値が100％を超えており、安定していると
言えますが、一般会計からの繰入金に依存してい
る状況です。
④施設整備は既に完了し、今後の新規投資はない
ことから、企業債の借入れは無く、企業債残高は
減少し、当該指標も減少していく見込みです。し
かし、使用料収入も減少が見込まれることから、
今後、公共下水道事業への編入を進め、事業の効
率化を図ります。
⑤水洗化済人口が約300人と少ない区域であり、
単独で汚水処理維持管理費等を賄うことが難しい
区域です。今後、公共下水道事業への編入を進
め、事業の効率化を図ります。
⑥処理区域内の人口密度が低い地域に施設整備を
行ったため、汚水処理費が高いうえに有収水量が
少なく、指標値は高い数値となっています。
⑦決して高い施設利用率ではなく、経費回収率も
低いため、下水道事業全体の施設利用率の適正化
の観点から、公共下水道への編入を進め、事業の
効率化を図ります。
⑧水洗化率は95.02％と、比率は0.25ポイント微
増しました。指標値は平均値と比較すると高い水
準にあります。

資金不足比率(％)

- 91.91 0.55 98.45 2,761

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

54,396

処理区域内人口(人)

47.48 1,145.66 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県　日高市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.02 0.25 0.05 0.03 0.03

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 105.42 101.54 116.33 118.11 120.44

平均値 103.60 106.37 106.07 105.50 106.35

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 26.94 29.66 33.84 36.60 38.51

平均値 23.06 20.34 21.85 25.19 25.46

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

0.20

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.19

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 193.99 139.02 132.04 145.43 129.89

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 302.98 260.59 544.99 571.61 608.99

平均値 26.99 29.13 35.69 38.40 44.04

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 1,210.63 1,088.10 892.20 785.13 645.67

平均値 826.83 867.83 791.76 900.82 839.21

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 41.22 44.92 42.70 41.88 42.18

平均値 57.31 57.08 56.26 52.94 52.05

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 376.92 343.52 370.32 376.26 379.69

平均値 273.52 274.99 282.09 303.28 301.86

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 66.48 58.43 60.34 60.89 56.42

平均値 50.14 54.83 66.53 52.35 46.25

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 93.24 93.10 96.09 94.77 95.02

平均値 84.98 84.70 84.67 84.39 83.96

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.44】 【124.06】 【42.02】 【785.10】

【87.54】【49.87】【271.15】【56.93】

【28.42】 【0.08】 【0.02】


